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立
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第 1表

13，061人
(オーベルジ
ュ νージエン
製鉄業に就業
する労働者総
数 49，648人の
うち 26.3~も〉

製銑，製鋼3 鋳造，鍛造，

圧延，鋼管，構築物，橋

業

(I)Vereinigte 1王anigs_undLau-

A 
同ニ

梁，車鞠，車輸，転倣器，

rahutte， Aktiengesellschaft 拍r

Bergbau und HUHenbetrieb， 

発条ぽh.石院iれコー

クス製造，鉄鉱石坑，石

Berlin 

灰坑， ドロマイト坑，慨

瓦製造等

8，825人

(17，8%) 

製銑，製鋼，鋳造，鍛造，

E延，鋼管，石炭坑，コ
[II]uberschlesische Eisenbahn-

ークス製造，鉄鉱石坑等

B'edarfs-Aktien gesellsc haft ， 

Fricdenshutte 

7，251人

(14.6%) 

製鉄，製鋼，鋳造，鍛造，

圧延，釧管，構築物，コ

[III)Bismarckhtitte， Akbenge-

sellschaft， Eismarckhutte 

ークス製造，鉄鉱石坑等

7，096人
(14.30/， ) 

製銑，製鋼，鍛造.8'延，

針金製造，石炭坑，コー

クス製造，鉄鉱石坑等

[1 YJ Oberschleischc. Eisenind-

ustrie Aktien-Gescllschaft fUr 

第
九
十
一
巻

Bergbau und HUttenbetrieb， 

Gleiwitz 

2，649人

(5.3%) 

型銑，製鋼，輯造，鍛造，[V] A. Borsigschc Bcrg-und 

プミ

O 

圧延，石炭坑，コークス

製造，鉄鉱右坑等

Ht¥ttenverwaltung， Borsigwcrk 

2.258人

( 4.5%) 

製銑，製鋼，錆造，鍛造，

圧延，構築物，石炭坑，コ

[VI] Kattowitzer Aktiengese-

第
=
一
号

ークス製造，鉄鉱石坑等

l1schaft flir Bergbau und Eis 

enhlittenbetrieb， Katt。、vitz
1，712人

(3.5%) 
鋳造，鋼管，構築物，機

械製作，機械体理

[VII] Konigliche Hutte in 

Gl巳iw.Ib und lVlalapane 

四1，702人

(3.4%) 

製銑，製鋼，鋳造，鍛造，

鋼管，構築物，機械製作，

験棟修理，石炭坑， コー

[VIII) Donnersmarckhutte， 

Oberschlesche Eisen U11d Koh 

lcnwerke， Akticngesellschaft， 

クス製造，鉄鉱石坑帯Zabrze 
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0
0
ソェ

γ
ト
ナ

l

D
銑
鉄
と
約
一
六
、

0
0
0
ツ
ヱ
ソ
ト
ヲ
!
の
降
鉄

が
生
産
さ
川
、
コ
ロ

γ
ナ
伯
は
、
「
ォ

l
ベ
ル
・
ジ
ュ

v

l
ジ
ェ
ソ
製
鉄
業
の
本
来
の
父
で
あ
り
、
最
初
の
直
接
白
指
導
者
で
あ
る
」

と
さ
え
い
わ
れ
て
H
る
。
こ
白
コ
ロ

y
ナ
伯
白
所
領
に
お
い

τは
、
「
当
時
、
製
鉄
所
、
農
業
ゐ
よ
び
林
業
は
左
お
比
較
的
密
接
に
結

的

マ

〆

ナ

』

テ

y

合
し

τい
た
」
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
貴
族
の
巨
大
土
地
所
有
か
ら
自
然
生
的
に
生
崎
卓
出
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
耕
地
所

2
5
Tテ
ゾ

η

有
-
山
林
所
有
お
よ
び
工
鉱
業
経
営
の
三
者
の
前
期
的
結
合
経
営
が
大
貴
族
経
営
の
特
質
を
形
成
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、

一
八

O
七
年
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ロ

Y
ナ
伯
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
死
亡
し
、

モ
白
所
領
は
、

女
婿
ガ
ス
ト
ハ
イ
ム
プ
男

の出
所 5
有国
とわ
な S
つ 5
7声 0
-;;B) 目
ず
あ市
た 24

?孟
刊を

王琴
丘一 1 

特一

塁八
重主
司i 年
v に
成ガ
果
月

に
ト
刺、

普瓦
A 

izき
貴Tヱ
蕗3鶏
'~";- v 
信ナ
ニ ノレ
:JI. . .J l... 

警伯
過 P
程止
に p
事担

た z
qs 
vF 
ナ E
ノレ ~ 

トトb

伯 E
は E

一
八
一
九
年
目
レ
ナ
ル
ト
製
鉄
所
同

o
E己
S
E
t
の
設
立

一
八
三
六
年
の
ザ
ワ
ス
キ
製
鉄
所

N
Z
E
N
Eーョ
2
官
の
設
立
等
、

一
八
五
一
年
に
は
フ
リ
l
デ

γ
製
鉄
所
を
購
入
し
か
。
モ
の
企
業
群
は
、

一
八
五
三
年

所
領
の
各
地
に
製
鉄
所
を
大
規
模
に
増
設
し
、



に
、
オ
I
ベ
ル
・
シ
ュ
レ

1
ジ
エ

y
の
銑
鉄
生
産
高
の
約
一
O
%
(
一
五
O
、

(
二
二
O
、
o
υ
O
ツ
ェ
ン
ト
ナ
I
)
、

錬
鉄
生
産
高
の
約
二
五
%

鉄
板
生
産
高
の
約
二
五
%
(
一
五
、

0
0
0
ツ
ェ
ソ
ト
ナ

l
)
を
占
め
る
に
い
た
り
、

0
0
0
ツ
ェ
ン
ト
ナ
I
)
、

レ
ナ

ル
ト
伯
は
へ
ジ
ケ
ル
伯
に
つ
ぐ
オ

I
ベ
ル
・
ジ
ュ
レ

I
ジ
エ

γ
の
一
大
生
産
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
レ
ナ
ル
ト
伯
の
製
鉄
所
の
全
施
設
は
、
所
領
の
北
部
や
右
炭
坑
持
分
等
と
と
も
に
、
給
額
四
O
O
万
タ
l
ラ
l
で、

八

五
五
年
に
レ
ナ
ル
ト
伯
を
は
じ
め
プ
レ
ユ
ラ
ゥ
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
ハ
ム
ブ
ル
グ
の
商
人
た
ら
び
に
金
融
業
者
に
止
っ
て
設
立
さ
れ
た

『
ミ
ネ
ル
ず
ア
H

V

ュレ

l

シエ

γ
製
鉄
・
林
業
・
採
鉱
会
社
』
(
回
5
2ぐ
俗
的
。
F
Z
E
E
F
O
国
E

Zロ
J

日

マ

〆

ナ

テ

V

O
O
Z
E
n
z
p
)
へ
士
冗
却
さ
れ
、
株
式
会
社
形
態
の
も
と
に
、
「
大
貴
族
の
所
有
か

b
発
生
し
た
と
こ
ろ
の
、
農
林
業
経
営
と
大
工
業

管
理
と
の
統
こ
が
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
レ
ナ
ル
ト
伯
は
株
式
資
本
四
O
O
万
タ
I
ラ
ー
の
う
ち
一
O
O
万
タ
l

ラ
ー
を
所
有

四

マ

グ

ナ

ラ

ゾ

し
て
管
理
役
会
長
心
地
位
を
保
持
し
て

b
p、
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
怯
大
貴
族
経
営
D
た
ん
た
る
形
態
転
化
に
す
ぎ
た
か
っ
た
。

明
。
Hω
件
目
ロ
ロ
白
出
。
同
甲
山
t
p
g
I

株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
に
あ
H
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
点
は
、
モ
己
に
占
め
る
土
地
所
有
田
比
重
で
あ
る
。
そ
の
土
地
所
有
の
内

訳
は
、

ω菜
園
、
敷
地
、
牧
草
地
等
、
四
、
四
七
三
モ
ル
ゲ

γ
、

ω耕
地
、
八
、
八
六
八
そ
ル
ゲ

γ
、
同
刊
現
存
山
林
間
積
、

六
九
三
モ
ル
バ
ゲ

γ
、
川
明
池
、
二
、
O
一
三
モ
ル
ゲ

γ
、
同
州
放
牧
場
、
直
接
利
用
き
れ
て
い
な
い
種
々
の
地
所
、
三
、
O
八
=
一
モ
ル
ゲ

γ
、

、

合
計
一
四
O
、
三
三
一
モ
ル
ゲ

γ
で
あ
り
、
モ
ル
ゲ

γ
当
り
一
八
タ

I
ラ
!
と
一
評
価
さ
れ
て
、
二
、
五
二
一
一
、
三
八
O
タ
l
ラ
l
、
つ

ま
り
株
式
資
本
の
半
ば
以
上
が
土
地
所
有
に
投
下
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

τ、
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
は
、
ま
さ
し
く
「
最
も
主

要
な
部
門
に
お
い

τ土
地

0
2ロ且

E
丘
切

E
E
に
基
礎
を
お
い
て
い
ね
」
の
で
あ
る
。
モ
白
土
地
所
有
白
根
幹
を
た
す
山
林
所
有

は
年
に
四
O
、

0
0
0ク
ラ
フ
テ
ル
の
木
材
白
利
用
を
可
能
に
い
、
耕
地
や
牧
草
地
は
、
種
々
の
製
鉄
労
働
者
平
山
林
労
働
者
キ
炭
焼

ゎ

夫
等
に
賃
貸
さ
れ
た
。

オ

l
ベ
ル
・
シ
品

ν
!
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

/、

第一一一号

七



オ

i
ベ
ル
シ
ュ
レ
i
ジ
ユ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
±
一
巻

一
六
四

第
三
号

J¥ 

》
」
の
陣
地
大
在
山
林
所
有
と
は
対
照
的
に
、
株
式
会
社
了
、
ネ
ル
ヴ
ア
』
の
右
炭
坑
持
分
は
合
計
一
六
八
、
一
七
五
タ

1
ヲ

1
κ
子
ぎ

ず
川
土
地
所
有
二
、
五
二
二
、
三
八

O
タ

lラ
ー
は
も
と
よ
り
、
製
鉄
所
施
設
六
二
一
、

ooohplラ
ー
を
も
著
し
く
下
廻
九
己

白
点
か
ら
も
、
株
式
会
社
『
ミ
ネ
パ
ヴ
ア
』
が
、
ま
さ
し
く
産
業
革
命
の
さ
な
か
に
治
け
る
木
炭
高
炉
か
ら
コ

l
ク
見
高
炉
へ
の
劇
的

な
転
換
期
に
、
鉄
と
石
炭
と
の
結
合
の
う
え
に
で
は
左
く
、
鉄
と
山
林
と
の
結
合
の
う
え
に
立
脚
し

τ発
足
し
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

総
じ
て
、
オ

l
ベ
ル
・
ジ
ュ
レ

1
3
ユ
ン
の
製
鉄
業
は
、
属
大
た
山
林
所
有
の
利
害
に
制
約
さ
れ
て
、
木
炭
高
炉
か
ら
コ
ー
ク
ス
一
両
市
ザ

-
八
六

O
年
に
三
六
・
五
%
が
木
炭
銑
鉄
で
あ
ヲ
た
が
、

へ
D
転
換
が
阻
害
さ
れ
、
銑
鉄
生
産
の
う
ち
、

一
八
五
二
年
に
五
五
・
三
%
、

株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
白
ば
あ
い
、
モ
の
銑
鉄
生
産
能
力
二
四

O
、

0
0
0
ツ
z
y
l
ナ

l

?
っ
ち
六
二
・
五
%
主
木
炭
銑
鉄
が

占
め
て
い
た
D
で
あ
ら
と
も
あ
れ
、
製
鉄
業
に
吉
て
木
炭
高
炉
か
ら
コ
ー
ク
ス
高
炉
へ
白
転
換
が
す
す
む
に
と
も
左
門
広
大
な

山
林
所
有
は
株
式
会
社
?
、
ネ
片
ヴ
ァ
』
の
非
有
機
的
所
有
部
分
と
た
り
、
山
林
所
有
へ
の
異
常
に
大
き
在
資
本
の
固
定
は
そ
の
経
営

u
 

の
破
綻
を
招
来
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

ω
国

Z
E
印
日
宮
H
o
p
司
E
己
式
認

hGS
札
2
2
n
N
E
m
S皇
室
司
三
ミ
量
、
w
S
2旬
喜

b
z
m
E宣
言
札
忠
良
出
品

E
S
弘
、
匂
包
ι
守
守
宮
司
納
骨
之
旬
、
早
句
、

印
伊
ザ
V

ハ
ド
ヲ

l
は
、
一
八

O
O
四

C
年
の
期
間
に
つ
い
て
約
二

0
0
0
産
業
企
業
家
の
社
会
的
系
譜
を
検
討
し
、
領
主
制
的
企
業
家
出

E回
l

【

F
Z己
目
r
z
d
E
Z
H
r目
白
、
問
屋
制
的
企
業
家
〈
2
F問
自
己
耳
目
各
国
O
H
、
技
術
者
的
企
業
家
叶
2
F呈
Z
E旦
030げ
吉

2
の
三
企
業
家
類

型
を
析
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ザ
ヴ
円
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
一

λ
四

O
i九
O
年
の
期
間
に
、
三
企
業
家
類
型
は
決
定
的
に
改
造
さ
れ
、
統
一
的
な

、
、
、
、
、
、
、
、

企
業
家
類
型
と
し
て
エ
場
生
産
者
司
mwZMWE昆
が
前
面
に
お
し
だ
さ
れ
て
く
る
ー
と
い
う
(
志
氏
一

ω
2
Y
わ
れ
わ
れ
は
、
賢
ホ
循
環
論
の
揖
角

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
司
、
、
、
、
.
、

か
ら
、
一
人
=
一
O

|
七

0
年
代
の
産
業
革
命
期
に
出
揃
っ
て
く
る
領
主
制
的
生
産
者
類
型
、
問
屋
制
的
生
産
者
類
型
、
技
術
者
的
生
産
者
類
型
の
三

資
本
類
型
を
析
出
し
て
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
社
会
の
経
済
循
環
(
再
生
産
構
造
)
を
把
握
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
が
、
小
論
に
お
い
て
検
討
さ
れ

、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
司
、
、
、
、
、
、

る
髄
主
制
的
生
産
者
類
型
の
解
体
は
、
一
九
一
八
年
革
命
と
ヴ
ァ
イ
マ

1
ル
共
和
制
の
成
立
に
よ
る
プ
ル
ザ
/
三
ア
的
変
革
を
ま
っ
て
遂
行
さ
れ
る
主

に
止
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
本
類
型
の
把
握
に
か
ん
し
て
は
、
松
出
智
雄
「
関
税
同
盟
前
史
序
前
」
付
料
、
史
学
雑
誌
第
五
五
編
第
一
一



号
第
一
二
号
一
九
四
四
年
、
松
岡
智
雄
「
土
地
所
有
と
産
業
資
本
」
、
同
編
者
『
近
代
社
去
の
形
成
』
要
書
房
刊
所
収
、
一
九
五
四
年
、
大
野
英
二
・

住
谷
一
彦
「
レ
l
ニ
ン
む
『
ユ
シ
カ
l
的

HHブ
ル
ジ
ョ
ア
的
』
範
時
規
定
に
つ
い
て

i
lド
イ
ツ
資
本
主
義
分
析
視
角
の
再
挽
討
|
|
」
土
地
制
度

史
学
第
一
七
号
一
九
六
三
年
、
お
よ
び
近
く
発
表
を
予
定
し
て
い
る
大
野
英
二
住
谷
一
彦
「
ド
イ
ツ
資
本
主
義
分
析
と
『
資
本
類
剖

ι」
、
『
日
本

資
本
主
義
分
析
凸
基
本
問
題
』
春
枇
社
近
刊
所
収
、
一
九
六
三
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同

叶

E
H
N
O
H
a
a
o
印

H日

2
 
ω

E

Z
ユ
出
。
日
官
】
目
E
p
b芯
足
芸
E
Q
F丘町
E
n官
同
五
ma--、p
z
h
u
s豆
町
豆
町
E
T
p
a宮
古
」
P
忌
u
p
m
H
∞

ω

回

同

E
n
v
z
r
g
p
ぬ

お

。

、

出

回

NmiN叶

的

W
N
m再
出

国

司

川

w
k
p
出。
E-x皆同
Mmwロ
p
a
s
p
-
F
M
G

ー

マ

〆

h
l
!
?
ν

ツ品タ図式テ
ν

イ

γ
ト
ウ
ス

L
F
U
I

、
、
、

開

シ

品

レ

1
ジ
ー
γ
の
大
貴
族
経
営
、
ま
た
は
、
マ
ッ
グ
ス
ヴ
ヱ

I
バ
ー
の
い
わ
ゆ
る
直
参
貴
族
土
業
に
特
徴
的
な
前
期
的
結
合
経
常
が

、

、

、

近
代
的
結
合
経
営
な
い

L
近
代
的
担
合
企
業
と
は
全
く
異
勺
た
歴
史
的
規
定
性
を
有
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
冨
員
一

d
2
0
Z
F
司
尚
之
h
n
E
H
N
S
R
H

m
E
G
E包
吉
L
P
m
E国
内
山
口

E
〈

H
O
H
m
O
N
E
-
α
}
E
E
ロ
M
M
W
H戸

EMM'
印

'
M
E
を
参
照
せ
よ
。

M
W

〉
出
。
E
H
E
]
E
E
P
R
N
G
O
-
ω
ω
N
N
i
N
ω

川

W

4巳
仲
買
間
口
E
U
Z
E
s
h占
E
n
P
R
P
E
E
R
E
Z
E
提
言
ヨ
巳
m
p
m
N
h
H

ω
同

叶

E
N
2、
s
s
c
・
印
巴

ω
〉

岡

山

O
E官
-
E
E
P
R
N
B
P
向
日
間
-
垣
間
岳
p
a
s
o沼
田

出

合

ω

回
開
口
。

o
v
E
F
E
Z
-
Q
Q
C屯
印

回

国

ω
k
μ

問
。
日
H
V
O
H
E
E
μ
P
R
S
G
・
∞
目
白

川
判

S
3
h
・印
N
叶

ω
号
、
-
印
N
叶

ω
s
v
h
-
ω
N品

川

判

札

室

、

m
N寸

オ

1
ベ
ル
E

シ
ュ
レ
!
ジ
エ
ン
製
鉄
業
自
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

一
六
五

第
三
号

九



オ

I

ベ
ル
-
グ
ュ
レ
!
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

第
三
号

同帥帥 M (1暗
柏
町
V
F
礼

-
m
ω
一戸

駒
内
E
ι

礼

m
u
o

前
掲
拙
稿
、
六
三
ペ
ー
ジ
第
8
去
を
参
照
せ
よ
。

〉
出
。
呂
田
)
巳
日
山
口
口
一
応
向
。
一
回
目
G

同
町
内
凡
』
団
山

N
u
-
-
N

∞・

。

E 

株
式
会
社
「
ミ
ヰ
ル
ヴ
ァ
』
の
解
体

株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
は
、

一
八
五
五
年
一

O
月
二
一
一
日
比
国
主
白
認
可
を
え
て
、

さ
し
あ
た
ワ
て
四

O
O万
タ
l
ラ

1
の
株
式
資
本
で
発
足
し
、

V

ナ
ル
ト
伯
を
は
じ
め
会
社
発
起
人
か
ら
管
理
役
と
た
っ
た
一

O
人
の

首
脳
部
の
専
制
的
た
運
営
の
も
と
に
あ
づ
ね
。
あ
た
か
も
一
八
五
二

l
五
六
年
の
最
初
の
『
創
立
熱
狂
白
時
代
』
を
む
か
え
て
、
株
式

会
社
「
ミ
ネ
ル
グ
ァ
』
は
、
製
錬
H

庄
延
部
門
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
フ
リ
l
デ

γ
製
鉄
所
に
オ
1
ベ
ル
・
ジ
ェ
レ
l
ジ
エ

y

最
大
の
出
銑
量
を
示
す
コ
ー
ク
ス
高
炉
士
四
基
増
設
し

τ、
六
基
の
コ

1
グ
丸
一
罰
炉
を
擁
す
る
に
?
た
っ
た
が
、
新
設
コ
ー
ク
ス
高
炉

の
う
ち
二
基
は
技
術
上
の
誤
謬
白
た
め
嫁
勤
し
た
か
っ

b
o
し
か
も
、
↓
八
五
七
年
目
恋
除
が
勃
発
し
、
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
』

は
再
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ミ不ルグア

株の相場

1867年

%

田

町

4

~

l
一z

6

2

1

E

1

一2

0

0

5

9

5

 

1

1

9

9

7

 

1
一
2
1
一
2
3
一
4

5

7

9

4

4

5

 

2

2

2

1

2

1

 

15 

35 

-一8

n
U

可

止

ハ

U

2

4

3

 

52 

81 

1859年4月

1961年日月

1862年 1月

1863年 1月

1865年 1月

1866年 2月

12月

18同年11月

1856年 1月

1857年 3月

12月

1858年 1月

12月

12月

1860年5月

12月

12月

12月

第2表

28-38 

35 

48 

1868年

1869年 1月

12月



一
八
五
七
年
四
月
一
七
日
の
株
主
総
会
で
、
管
理
役
会
長
レ
ナ
ル
ト
伯
は
、
「
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
は
、
乙
と
に
、
株
式
の
資
本
価
値
が

専
ら
土
地
所
有
に
よ
り
抵
当
権
上
保
証
さ
れ
て
お

p
、
し
た
が
っ
て
、
た
だ
工
業
経
営
に
の
み
基
礎
の
あ
る
他
白
企
業
が
さ
ら
さ
れ
る

よ
う
な
動
揺
に
服
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
他
の
工
業
企
業
に
た
い
し
て
さ
わ
だ
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
門
町
、
株
式
会

社

7
、
ネ
ル
ヴ
ア
』
の
経
営
白
破
綻
は
、
第
2
実
白
示
す
よ
う
に
、
そ
由
株
式
相
場
の
急
激
悲
下
落
白
う
ち
に
も
表
現
さ
れ
て
く
る
。

も
と
よ
り
、
己
う
し
た
事
態
は
オ
1
ベ
ル
・

γ

ュレ

l

d
エ
γ
製
鉄
業
の
再
編
過
程
と
関
連
さ
ぜ
て
把
握
さ
れ
た
け
れ
ば
た
b
た
い
。

ー
す
ゾ
タ
ン
・

ド
イ
ツ
産
業
革
命
白
さ
な
か
に
、
広
汎
に
分
布
す
る
鉄
加
工
業
を
基
盤
に
急
速
に
拾
頭
す
る
ヲ
イ
ソ
・
ず
ヱ
ス
}
フ
ァ

l
v
y
石
炭
u

鉄
鋼
業
白
側
圧
D
も
と
に
、
か
つ
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
沿
い
て
主
導
的
地
位
を
占
め
て
い
た
オ

l
ベ
ル

-
v
-
v
l
ジ
エ

γ
製
鉄
業
は
、

東
エ
ル
ベ
の
狭
小
な
市
場
の
制
約
と
あ
い
ま
っ
て
、
第
3
衰
の
示
す
よ
う
に
、
著
し
く
停
滞
D
影
士
や
ど
し
始
め
た
の
で
あ
り
、
オ
ー

マ
グ
ナ

f
テマ
J

ベ
ル
-
V
ュ
レ

l
ジ
エ

y
鉱
山
業
は
製
鉄
業
よ
り
も
む
し
ろ
石
炭
鉱
業
平
亜
鉛
鉱
業
に
重
点
を
移
し

τい
っ
た
。
か
く
し
て
、
大
貴
族
経

営
白
な
か
で
も
、
な
お
木
炭
一
一
間
炉
が
量
的
に
優
越
し
た
製
鉄
業
に
重
点
が
あ
り
、
劣
弱
友
石
炭
鉱
業
を
有
す
る
に
す
ぎ
社
H
V
ナ
ル
ト

伯
白
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
白
ご
と
き
経
営
は
い
ち
は
や
く
解
体
白
危
機
を
迎
え
た
の
で
あ
る
♂

す
で
に
一
八
六
一
年
五
月
八
日
白
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
プ
』
白
株
主
総
会
に
お
い
て
、
会
社
財
政
再
建
白
た
め
陀
土
地
所
有
売
却

案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
品
、
一
八
六
四
年
比
工
業
施
設
か
ら
最
も
離
れ
て
い
た
所
領
の
合
計
四
七
、
五
二
七
モ
ル
ゲ
円
、
一
八
六
五
年

に
さ
ら
に
約
一
二
、

0
0
0
毛
ル
ゲ

γ
が
売
却
さ
れ
わ
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
土
地
所
有
の
売
却
に
よ
ヲ
て
も
会
社
財
政
再
建
は
成
功

せ
ず
、
管
理
役
会
か

b
旧
株
二
株
白
新
株
一
株
へ
の
併
合
に
よ
る
減
資
案
が
提
起
さ
れ
る
に
い
た
り
、
お
モ
ら
く
は
フ
リ
ー
ド
レ
ソ
ダ

ー
や
V

I
ヴ
ェ

γ
フ
ェ
ル
ト
ら
の
主
導
す
る
プ
レ
ー
ラ
ウ
・
グ
ル
ー
プ
在
中
核
と
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
己
ろ
町
、
反
対
派
株
主

グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
、
こ
白
圧
倒
的
優
位
白
も
と
に
V

ナ
ル
ト
伯
の
専
制
的
支
配
は
崩
壊
し
わ
。

オ
l

ベ
ル
シ
ュ
レ
!
ジ
エ

γ
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

ノ、
七

第
三
一
号



オ
ー
ペ
ル
・
シ
ュ
レ

1
ジ
エ
シ
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
↓
一
巻

一
六
人

ヲイシ・ヴェストファー νソとジュレ ジェγ>の
銑鉄・粗鋼および鋳勅の生産高

ライ0/.ず ι 戸、トアア レン'
シェレージェγ

(ザール，ジーガーラントを含む)

銑鉄 i粗鋼 i鋳物 銑鉄|粗鋼|鋳物
1847 57.380 6，931 15，958 44，588 116 

1->' 

7，300 

1848 52，753 6，511 12，476 47，214 34 5，077 

1849 48，902 6，102 9，113 46，029 63 3，656 

1850 56，145 5，451 12，932 53，924 48 3，464 

1851 63，177 6，198 10，485 60，506 29 4，175 

1852 76，632 5，618 12，215 63，562 5，629 

1853 106，392 6，725 14，056 (;7，685 552 6，838 

1851 141，156 7，327 17，332 75，883 121 10，141 

1855 182，856 7.454 16，864 74，817 46 10，290 

1856 230，252 7，720 19.304 83，901 1，339 9，816 

1857 255，206 6，306 21，678 95，834 8，689 

1858 270，787 7，880 19.822 93，755 10，134 

1859 263，928 5，030 14，151 97，536 220 8，390 

1860 269，298 3，974 14，610 88，829 385 10，819 

1861 312，704 7，482 13，746 96，233 12，199 

1862 378，615 7，768 12，024 109，522 11，982 

1863 442，018 19，997 18，293 136，880 13，612 

1864 495，236 36，735 15，904 139，255 13，794 

1865 529，107 47，085 18，075 161，251 11，166 

1866 549，740 45，636 17，263 179，636 8，782 

1867 528，829 66，{;14 14，223 189，700 8，879 

1868 001，741 69，845 17，474 258，982 10，815 

1869 632，358 136，651 17.208 230，106 11，286 

1870 620，480 134，968 11，337 237，632 9，688 

第s表

第

号

一
八
七
一
年
一
月
二
二

日
の
臨
時
株
主
総
会
で
、

株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ

r』

の
清
算
と
、
株
式
会
社

『
オ

l
ベ
ル
・
ベ
ダ
ル
ィ
ノ
』

(
C『
O
B
n
E
o
m
H
ω
n
F
O
何
Hi

mwAω

ロ『
m
w
V
ロl
出
。

ι
p片
岡

m
y

:>> 

。
)
の
新
設
の
方
針
が
、

囚

O
票
対
一
票
の
圧
倒
的

多
数
で
可
決
さ
れ
、
旧
会

社
は
、
新
会
社
の
一
八
七

年

月

一
円
付
の
定

款
に
よ
る
株
式
資
本
二
、

五
O
O
、
0
0
0タ
I
ラ

ー
の
う
ち
一
一
、
二
五

O
、

し O

hg 
モタ
Q) 

ばラ
あ l
仰を
、出

株資



式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ず
ア
』
の
一
一
一

O
、

0
0
0
モ
ル
ゲ

γ
の
広
大
た
土
地
所
有
の
う
ち
約
五
、

0
0
0
そ
ル
ゲ
ン
の
み
が
株
式
会
社
『
才

-
ベ
ル
・
ベ
ダ
ル
フ
』
へ
移
行
し
た
だ
け
で
あ
り
、
他
は
別
途
に
売
却
さ
れ
、
モ
白
購
入
者
は
レ
ナ
ル
ト
伯
父
子
で
あ
ヲ
た
と
推
定
さ

「
工
業
企
業
へ
の
関
心
は
か
れ

b
か
ら
お
そ
ら
く
過
ぎ
去
っ
て
、
か
れ
ら
は
農

u
林
業
へ
引
退
し
た
」
と
へ
ム
ベ
ル
マ

y

れ

τ沿
担
、

は
?
っ
。
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
の
清
算
は
一
八
七
七
年
に
完
了
す
る
の
で
あ
る
が
、
己
の
ば
あ
い
に
は
、
ま
さ
し
く
新
ド
イ
ツ

マ
グ
ナ

1
テ
ン

帝
国
創
立
の
時
点
に
大
貴
族
経
常
に
治
け
る
前
期
的
結
合
経
営
の
解
体
白
方
向
が
明
示
さ
れ
る
。

ω
〈

m-
〉

同
ο自
唱
の
戸
田
E
P
R
N
S
。叩

ωω

日
仏
国
間
株
式
会
社
マ
、
ネ
ル
ゲ
ア
』
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
川
大
株
主
O
投
機
的
策
動
に
基

づ
く
経
営
の
撹
乱
写
丘
一
日
む
〉
、
同
減
価
償
却
を
全
く
な
お
ざ
り
に
し
た
高
率
の
配
当
政
策
主
主
、
印
お
)
、
川
会
社
存
続
。
全
期
間
に
わ

た
り
、
損
益
計
算
や
資
産
去
を
公
表
し
な
い
秘
密
主
義
凸
基
調
(
芯
阜
、
出
品
。
〕
等
の
一
前
近
代
的
経
営
方
式
が
認
め
ら
れ
る
。

川

w
u
v
z
o
E町
何
回
目
回
目
戸
ぬ
白
。
、
出
国
吋
己
由
民

仙
川
ら
正
司
印

ω寸

川

刊

忌

邑

司

山

色

川

W
S
民
』
印
由
国
叶
l
S
か
ら
構
成
。

川
W

出
E
m
民
間
。
F
E
P
M主
主
Q3NSRSN串
吾
、
骨
三
段
君
事
同
H

担
主
主
苦
言

F

Z日
句
、
同
町
田
也
回
目
白

∞
一
八
五
六
年
に
設
立
さ
れ
た
叶
m
w
z
。
dg日
日
〉
W
2
0
ロ
ゎ

2
z
z
n
y
p
p
p吋
回
日
間
dEM
戸

E
a
肖

5
2ロ
げ
江
口
の
げ
お
よ
び
山
口
E
Z
H
E
Z

国
ヨ
∞
話
再
r
m
l
ロ
ロ
品
出
口
仲
宮
中
〉
E
Eロ!日
2
乙
r
n
F
m
w片

4
己
E
ロ
は
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ゲ
ア
』
と
相
似
し
に
発
展
傾
向
を
一
市
す
(
〉
出
口
目
旬
。
J

】

E
Pロ
p
a
s
p
-
印

-
N
3
0

川

別

〉

国

O
B官
日
目
E
P
S
Q
P
ω
目
白

川

W
S
L
-
叩

2

帥

円

札

守

向

弘

、

回

申

可

ω
Z
』
の

HV
。E
F
4
2
f
H》
同

O
寸

ω
伊

国

O
B百
円
自
ωロ
P
Q
S
。
ョ
山
由
斗
N

寸由

オ
!
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
l
ジ
ザ
一
ン
製
鉄
業
り
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

一
六
九

第

号



オ
l

ベ
ル
・
シ
ュ
レ
I

ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

七。
第

号

四

(1~ M 
礼

町

丘

、

出

血

叶

らい
P
R

尚
'
凶
∞
∞

マ〆
7
1
テ
ソ

大
貴
族
経
営
の
分
析

そ
の

1

1
へ
Y
ケ
ル
伯
の
企
業
群
の
分
析
を
中
心

K
l
i
i

ν
2
u
p
F

ス
テ
y
-
イ
ン
rr
ウ
λ
ト
リ

l

マ
ッ
グ
見
・
ヴ
ヱ

l
パ
ー
に
よ
り
シ
ュ
レ

1
3
ユ

γ
の
直
参
貴
族
工
業
の
特
殊
な
代
表
者
と
W
わ
れ
た
へ

γ
ケ
ル
伯
は
、
オ
ー

マ
グ
ナ

1
テ

γ

ベ
ル
・
シ
み
レ

1
ジ
エ
vr

の
大
貴
族
の
な
か
で
も
工
鉱
業
経
営
に
お
い
て
最
も
主
導
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
へ
ン
ケ
ル
家
は
一
五

世
紀
は
じ
め
ニ

l
ダ

1
・
ラ
イ
ン
か

b
水
害
む
た
め
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
移
住
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
一
五
五

O
年
こ
ろ
上
部
ハ

y
ガ
り
1
・
ツ
ィ
プ
ユ
地
方
の
ロ
イ
チ
ャ
ウ
に
生
ま
れ
た
ラ
ツ
ァ

ρ
ス
・
ヘ
ン
ケ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ド
ネ
U
F

ス
マ
ル
ク

F
E
P
H
E
出
。
干

始長
ro 

f，::.S) ..: 。。
ロ
ラ]
ツ石

ア E
ノレ E 
九口

は 5、 H。
甘

の
時
代
に

へ
Y
ケ
ル
家
は
ヴ
ィ
I

Y
の
前
期
的
商
業
i
高
利
貸
資
本
と
し
て
き
わ
だ
ヮ
た
活
躍
を
開

一
五
八
一
年
に
ず
ィ
I
γ
而
の
而
民
権
を
取
得
L
、
ニ
ュ
l
ル
γ
ベ
ル
グ
の
毛
織
物
の
ず
ィ
l
γ
や
東
方

へ
の
販
売
、
東
方
の
皮
革
の
販
売
、
オ

l
ス
ト
ロ
ー
の
大
鎌
・
刃
物
類
の
ハ

Y
ガ
リ
ー
や
ジ
l
ベ
ン
ピ
ュ
ル
ゲ
ン
へ
の
輸
出
、
葡
萄
酒

の
大
規
模
な
取
引
、

ハ
γ
ガ
り
ー
や
ジ
1
ベ
ン
ピ
斗
ル
ゲ
y
h
T

ワ
ラ
キ
ア
の
家
畜
日
ヴ
ィ

1
ン
干
上
部
ド
イ
ツ
で
の
販
売
等
、
多
様
友

隔
地
関
商
業
に
従
事
し

τ、
そ
こ
か
ら
抽
出
し
た
前
期
的
商
業
利
潤
を
基
礎
に
、
鉱
山
業
へ
進
出
し
、
フ
ヅ
ガ
l
家
の
巨
富
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
演
じ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ノ
イ
ゾ

l
ル
の
銅
山
に
も
投
資
し
た
が
、
さ

b
に
ハ
ッ
フ
ス
ブ
ル
グ
家
の
大
債
権
者
に
な
り
あ

明、過つ
F

一。

司
刀
ふ
ア

一
五
九
三
年
に
ル
ド
ル
フ
二
世
が
対
ト
ル
コ
戦
争
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
へ

Y

ケ
ル
家
の
カ
イ
ザ
ー
に
た
い
す
る
貸
付
は

。

一
七
世
紀
は
じ
め
に
は
一

O
O万
フ
ロ

l
リ
ン
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
巨
領
の
封
建
的
債
務
の
一
部
分
は
へ

Y

ケ
ル
家

激
増
し
、
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一
航
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日
山
岨
町
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i
炭
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民
伯
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W
凶
叫
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剖
吋

地
則
一
山
山
一
団
内

T

H

E

縮

問皿一
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へ
の
土
地
所
有
の
賦
与
の
形
態
で
償
却
さ
れ
、
そ
の
う
ち
最
も
主
要
な
も
の
は
、
所
領
ポ
イ
テ

y
u
オ
l
デ
ル
ベ
ル
グ
の
へ

Y
ケ
ル
家

ホ

ボ

ア

i
デ
ル

へ
ン
ケ
ル
家
は
上
層
貴
族

ω
大

第 1図

へ
の
譲
渡
で
あ
り
、
二
代
ラ
フ
ァ
ル
旦
の
お
り
、

一
六
三
二
年
に
こ
の
所
領
り
取
得
の
実
現
に
よ
り
、

オ

l
ベ
ル
・
シ
ム
レ

1
ジ
エ
シ
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

七

第
三
号

三王



オ
ー
ベ
ル
・

γ
=
ν
1
ジ

エ

ン

製

鉄

業

。

再

編

過

程

一

七

二

第

三

一

号

2
ナ

Jν

土
地
所
有
者
の
階
層
に
、
ひ
い
て
は
第
1
岡
山
の
示
す
よ
う
に
、
オ
1
ベ
ル
・
ジ
ュ
レ

1
ジ
エ
ン
の
大
貴
族
の
巨
大
土
地
所
有
者
の
階
層

ベ

A
p
v
k
l
h
w

め

に
加
わ
っ
た
D
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
ヘ
ン
ケ
ル
家
に
鉱
業
特
権
が
賦
与
さ
れ
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
二
代
ラ
ツ
ァ
ル
月
の
取
得
し
た

ベ
ル
タ

ν
ガ

ー

ル

ツ

ェ

1

y

テ

ム

ル

デ

鉱
業
特
権
の
内
容
は
、

ω
銀
の
十
分
の
一
税
徴
収
権
、
凶
洗
鉱
さ
れ
た
銀
鉱
石
の
九
槽
に
つ
き
一
糟
徴
収
権
、
ゆ

第
九
十
一
巻

ノ、

各
一
マ
ル
ク

(
1
一2
ポ
γ
ド
)
の
精
錬
銀
に
つ
き
一
二
V

ュレ

I
ジ
エ

y
・タ
1
ラ
l

(
七
・
二
マ
ル
ク
)
の
い
わ
ゆ
る
『
マ
ル
ク
・
ゲ
ル
ト
』
徴
収

也

占

ツ

テ

γ
4
7
γ

ス

町

ペ

ル

タ

ν
ガ
ー
ル

権、

ω
製
錬
所
賃
借
料
徴
収
権
、
以
上
に
あ
っ
た
。
こ
白
へ
γ
ケ
ル
家
の
鉱
業
特
権
の
内
容
は
、
ジ
ュ
レ
l
ジ
エ
γ
の
プ
ロ
イ
セ
γ

領
有
へ
の
移
行
(
一
七
回

O
年
)
以
後
、
若
干
の
変
遷
を
へ
て
い
る
の
で
あ
る
的
、
モ
れ
は
さ
℃
治
き
、

マ
〆
ナ
ー
テ
u
y

ペ
ル
タ
ν
d
n
1
h
w

ル
-
V
L
ν
1
3
エ
γ
の
大
貴
族
に
特
徴
的
な
鉱
業
持
権
の
最
終
的
揚
棄
は
、

ヘ
ソ
ケ
ル
伯
を
は
じ
め
オ
l
ベ

一
九
一
八
年
革
命
に
主
る
ヴ
ァ
イ

7
1
ル
共
和
制
成
立

の
時
点
、
ヴ
ァ
イ
マ

l
作
憲
法
同
20Fω
く

2
F
Eロ
ロ
四
〈
。
自
己
〉
口
四
ロ
E

S

E

第
一
五
五
条
に
基
づ
く
プ
ロ
イ
セ

ν
白
一
九
二

O

年
一

O
月
一
九
日
の
法
律
に
よ
り
遂
行
さ
れ
て
い
加
。
と
己
ろ
で
、

へ
γ
ケ
ル
家
は
、

一
六
七

O
年
以
降
、
ポ
イ
テ
γ
l
y
l
ミ
ア
ノ

ヴ
ィ
ッ
ア

国

Z
P
E
u∞E
E
Z。
5
t
系
統
と
タ
ル
ノ
ヴ
ィ
ヅ
ヅ

n
ノ
イ
デ
ヅ
ク
J
『

Z
E
S
U
t
z
s
p長
系
統
と
の
二
系
統
に

分
れ
た
。
ボ
イ
テ

γ
系
統
は
、
す
で
に
フ
リ
ー
ド
リ
グ
ヒ
大
王
治
下
に
三
代
一
ア
ッ
プ
ル
と
か
工
鉱
業
経
営
を
展
開
し
、
初
代
フ

I
ゴ
t

出
口
問
。
の
活
動
に
よ
り
一
八
六
九
七

O
年
に
製
鉄
業
経
常
の
頂
点
に
到
達
し
、
そ
の
後
も
、
石
炭
鉱
業
平
亜
鉛
鉱
業
に
お
い
て
重
要

在
役
割
を
果
し
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ノ
イ
デ
ッ
ク
系
統
は
、
そ
の
工
鉱
業
経
営
を
む
し
ろ
一
九
世
紀
後
半
陀
大
規
模
に
発
展
さ

グ
ヴ
ィ
ド

I
C
E
ι
。
の
主
導
の
も
と
に
二

O
世
相
初
頭
に
頂
点
に
到
達
し
た
。
乙
白
上
う
に
、

系
統
の
所
領
の
て
鉱
業
経
営
の
発
展
に
は
か
な
り
白
ず
れ
が
示
さ
れ
る
。

せ
た
白
で
あ
日
、

へ
ン
ケ
ル
家
の

ω
昌
君
。
σ
2
-
h
h高
2
宮

町

射

句

N2与
、
苦
肉
RNE-mENKZHNNZO吉
岡
丘
、
君
主
ま
品
E
N言
略
目
邑
RNW内
)
苦
言
回
H
E
h内
幸
旬
、
E
F
-
N
(邑
走
〉
守
口
、
〆
叩

∞一]戸。
NAP-

出

回

目

ω
日
付
己
ロ
ロ
O

件。



川
凶
冨
mwHmmwBznNmw]ロ
ヨ
ロ
号
室
札
足
柄
拘

3
q
N
E
bえ
5

4
吾
、
出
向
SNFGSMPRW苦
言
。
E
K
Nミ
予
見
吋
ミ
E
S
N
N
N
同
ぬ
ミ
吾
忌
ミ
ド

NSNN
吾
、
同
E
忌
旦

モ
匂
量
司

NGa韮べ
mRb~vSLNS-一泊『
S
N
N
b
s
a
-
-喧
UAY
印

Z
一
〈
凹
】
〉
-HCロ
ω
司
2
]』
σFG~U2hhp-~ENhh雪
国
偽
名
文
詮
礼
司
王
宮
崎
民
向
芝
町
一

H由日
ω】印

国由民

川
同
】
同
回
目
耳
ロ
ロ
ロ
戸

E
h
a
N
Q
Z句
同
室
。
主

G
Q
S
P
E
E
Sミ
b
叩
日
常
時

5
0
1
0
4品
目
m
o
y
H
E
苫
円
凶
。
N
E
1
5
岱
司
E
R
Z
言叫
E

。
E
n
z
p
日
仏
国

mwロ
P
問。
P
M
-
】由
M
Y
叩
山
に
阿
国
自
の
紹
介
を
含
む
大
塚
久
雄
「
欧
洲
経
済
史
に
関
ナ
る
最
近
の
論
文
若
干
」
経
済
学
論
集
新

巻
草
九
号
一
九
三
一
年
一

O
五

t
一
O
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。

ω
冨
-
n
z官
、
お
ぬ
。
】
印

ω
E
J
H
O

同

門

司

』

口

司
E
E
P
4
6
N
T
H
ν

ロ

川
開
同
己
ユ
弓
5
【
庶
民
己
戸
国
号

MV2旬
。
え
柏
町
宮
神
S
室
主
主
君
S

司
王
ミ
NF草
寺
言
喜
一
戸
田
口
一
田
区
で
は
、
ォ
l
ベ
ル
・

ν
ュ
レ

1
ジ
エ

γ
の
鉱
山

業
に
言
及
し
て
、
「
オ
l
ベ
ル
・
シ
ユ
レ
ー
ク
エ
ン
に
お
い
て
は
、
今
日
。
所
有
配
分
白
基
礎
は
、
ザ
l
ル
と
同
様
に
、
巨
大
な
自
己
経
醤
む
構
築

に
利
用
さ
れ
た
大
領
主
の
古
い
特
権
問
品

t
g
o
Z
D
う
ち
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
」

k
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

同

円

冨

門

Nと
p
a
s
p
g
H∞
呂

川
仰
ぐ
江
田
ぐ
o
z
p
s
a一
色
、
印
国
】

NωlHU司
さ

L
あ
た
っ
て
、
前
掲
拙
稿
六
四
ペ
ー
ジ
沙
参
照
せ
よ
。

ω
グ
ァ
イ
マ

I
ル
憲
法
第
一
五
五
来
同
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
土
地
の
埋
蔵
物
、
お
よ
が
す
べ
て
白
経
済
的
に
有
用
な
白
然
力
は
、
国
の
監
督
を
う

け
る
。
拡
の
特
権
守
口
〈
E
O
同
兵
巳
ろ
は
、
立
法
白
方
法
に
上
り
、
固
に
帯
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
た
の
両
木
八
尺
・
末
延
三

次
・
宮
沢
俊
義
嗣
『
人
権
宣
言
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
七
年
、
ご
一
四
ペ
ー
ジ
)
。

ω
〈的
-
k
p
z
r
z
p
旬、
4
5
$
=
守
宮
r
p
自
己
O
E
-
国
E
H
ι
d
Z
1日
σ記
長
品
目
印
Z
E
ω
き
2
2
ω
の
}
戸
回
目
君
ロ
』
〈
Z
H件
。
ン
ロ
出
品
。
、
白
山
口
巳
口
、

]戸由同
hH沼
田
町
日
仏

I 

ポ
イ
テ
ン
系
統
の
工
鉱
業
経
営

フ

イ

チ

イ

ヨ

ム

ミ

ス

め

一
七
六
八
年
に
世
襲
財
産
ポ
イ
テ
ソ
を
相
続
し
た
カ
ト
ロ
ッ
グ
派
白
三
代
一
プ
ツ
ァ
ル
九
は
、

鉄
鉱
石
白
採
掘
と
そ
白
製
錬
・
加
工
に
着
手
し
、
ポ
イ
テ

γ
系
統
白
所
領
で
一
八

O
五
年
に
木
炭
高
炉
一
基
で
八
、

0
0
0ツ
ェ

Y
ト

ナ
l
、
フ
リ
グ
シ
ュ
炉
四
台
で
五
、
八

O
Oツ
プ
ン
ト
ナ
ー
が
生
産
さ
れ
た
。
し
か
し
、
三
代
一
フ
ツ
ア
ル
ス
の
製
鉄
業
に
治
け
る
最
大
の

オ
l
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
l
ジ
エ
γ
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
寸
一
巻

七

第

号

←じ



オ
1

ベ
ル
・
シ
品
レ
l
ジ
ユ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
幸

七
四

第
一
二
号

ノー¥

事
業
は
、
王
立
特
権
企
業
の
成
果
に
促
迫
を
う
け
た
一
八

O
六
年
の
カ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
郡
白
ア
ソ
ト
ニ

1
製
鉄
所

P
E
C
E
E
E
2
0
に

治
け
る
コ

l
ク
見
高
炉
の
建
設
で
あ
り
、
こ
れ
は
私
企
業
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

v
-
レ
l
ジ
エ

γ
最
初
の
コ

l
グ
見
高
炉
で
あ
っ
た
。

さ
b
に
、
初
代
フ
I
ゴ
ー
に
よ
り
ロ

l
ク
三
品
炉
四
、
パ
ッ
ド
ル
炉
二

O
、
圧
延
工
場
等
の
製
鉄
業
の
生
産
工
程
を
一
貫
す
る
プ
ロ
イ

七

γ
最
大
か
つ
最
新
鋭
の
ラ
ウ
ラ
製
鉄
所
が
所
領
白
炭
坑
地
帯
に
建
設
さ
九
、
王
立
特
権
企
業
群
白
う
ち
最
大
の
ケ

l
ニ
ツ
ヒ
製
鉄
所

マ
グ
ナ

1
ヲ
ソ

白
生
産
力
水
準
を
も
遥
か
に
凌
駕
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
よ
う
な
ヘ

γ
ケ
ル
伯
を
は
じ
め
と
す
る
大
貴
族
経
営
の
拾
頭
に
と
も
な
い
王

立
特
権
企
業
は
衰
退
し
は
じ
め
、

1869年。へンケノレイ向ボイテ γ

品統D工鉱業経営

労働
生

ォ、ンユ占

lュγめ

産 ベレ全{ヰる
数者

額 ル 1 r害日、J 
-ジに

人lT吋 ラb
坑 2，506 ! 3，180，252 品守 13 

鉄鉱石採捌 750 556，913 32 

銑鉄(1日高炉〉 7，207，305 49 

圧延工場 3，839 ! 11，105，529 90 

亜鉛製錬所 17 

第 4表

十
八
六
九
年
に
は
ケ
1
エ
J

ヒ
製
鉄
所
の
ポ
イ
テ

γ
系
統
へ
の
払
下
げ
が
実
現
し
、
ポ
イ
テ

y
系
統

の
製
鉄
業
経
営
に
お
け
る
活
動
は
頂
点
に
達
し
た
。
モ
の
オ

1
ベ
ル
・
ジ
ュ
レ
ー
ク
エ

γ
製

鉄
業
に
占
め
る
比
重
は
、
第
4
島
町
の
示
す
よ
う
に
、
圧
延
製
品
に
お
い
て
は
独
占
的
支
配
に

近
く
、
銑
鉄
生
産
で
も
ほ
ぼ
半
ば
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
初
代
フ
l
ゴ
ー
は
一
八
七
一

年
に
、

ラ
ウ
ラ
製
鉄
所
、
ケ
1

ヱ
ッ
ヒ
製
鉄
所
、
付
属
石
炭
坑
、
鉄
鉱
石
鉱
区
の
一
部
分
等

を
一
括
し

τ新
設
の
株
式
会
社
合
同
ケ
1

ニ
ッ
ヒ

L
フ
ウ
ヲ
製
鉄
所
へ
一
八
、

0
0
0、
O

0
0
マ
ル
ク
C
売
却
し
、
オ
I
ベ
ル
・
シ
ュ

ν
l
ジ
エ
ン
製
鉄
業
に
治
け
る
主
導
的
地
位
か

ら
退
い
た
。

一
八
七

0
年
代
以
後
、
ポ
イ
テ
ン
系
統
は
、
工
鉱
業
経
営
の
重
点
を
製
鉄
業
か

b
鉄
鉱
石

採
掘
や
亜
鉛
鉱
業
宇
石
炭
鉱
業
へ
移
行
さ
せ
た
。
そ
の
欽
鉱
石
採
掘
高
は
オ
1
ベ
ル
・
シ
ュ

レ
ー
ジ
エ
ゾ
で
消
費
さ
れ
る
鉄
鉱
石
の
半
ば
を
凌
駕
し
、
ポ
イ
テ
ン
系
統
の
す
べ

τ
の
鉄
鉱

石
採
掘
は
、

一
八
八
九
年
に
新
設
さ
れ
た
株
式
会
社
『
万

l
ベ
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
』

3rHω 



と
れ
は
一
九

O
O年
目
オ
l
ベ
ル
・
シ
コ
レ

l
ジ
エ

γ
の

鉄
鉱
石
採
掘
両
三
八
二
、
六
八
九
ト
ン
白
う
ち
三

O
一
、
八
五
九
ト
ン
(
七
八
・
一
九
%
〕
を
占
め
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
直
鉛
鉱
業
に

C) 
) 

ゎ

へ
賃
貸
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

。F
-
o
E
印。y
o
H
W
E
O
E
Hロ中
E
Eロ
O
K
F

づ
い
て
み
る
な
ら
ば
、

ポ
イ
ラ
ン
系
統
は
、

一
八
一
八
年
の
フ
l
ゴ
1
製
錬
所

N
E
r
z
z
o
出
回
開
。
平
一
八
二

O
年

ω
リ

ベ

製

錬

一
二
年
白
二

い
ち
は
や
く
亜
鉛
製
錬
所
を
設
立
し
、
そ
の
生
産
高
は
一
八
六
九
年
の
六
、

一
、
二
七
四
ト
ン
ヘ
倍
加
し
て
い
る
。
古
b
に
、
ポ
イ
ラ
ン
系
統
の
石
炭
鉱
業
は
、

三
六
五
ト
Y

か
b
一
九

所

N
E
E
H
三
Z
E
Oず
0

た
ど
、

一
八
九

0
年
代
半
ば
以
後
に
と
く
に

急
速
に
発
展
し
、

一
九
一
三
年
に
オ
l

ベ
ル
・
シ
ュ
レ
l
ジ
エ

y
石
炭
生
産
高
の
五
・
四
九
%
(
一
一
、
四

O
六
、
六
九
四
ト
ン
)
を
占

め
て
、
二
三

ω
石
炭
生
産
者
中
の
第
七
位
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
工
鉱
業
経
営
に
お
け
る
重
点
的
推
移
が
認
め

b
れ
る
と
し
て
も
、
工
鉱
業
経
営
の
起
点
と
た
り
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、

耕
地
・
牧
草
地
所
有
三
、
九
二
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
山
林
所
ム
廿
九
、
八
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
土
地
所
有
一
四
、
四
一
四
へ
グ
タ
l
ル
に
及
ぶ

ポ
イ
テ

γ
系
統
の
巨
大
土
地
所
有
で
あ
り
、
東
エ
ル
ベ
白
半
封
建
拍
土
地
所
有
由
一
環
に
編
み
込
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
領
主
地
域
白
付

マ
〆
ナ

1
テ
ン

属
物
』
(
可
。
1
5
0回
目
ロ
骨
円
。
再
吾
自
国
宮
)
と
し
て
、
大
貴
族
に
よ
り
独
占
的
に
支
配
さ
れ
る
原
料
資
源
の
各
階
梯
に
ゐ
け
る
利

用
形
態
に
す
ぎ
な
や
工
鉱
業
経
営
の
資
本
循
環
は
、
土
地
所
有
か

b
出
発
し
、
土
地
所
有
と
結
合
す
る
歴
史
的
規
定
性
主
有
す
る
d

ω
出

同

R
Y
日

E
n
t
p
z
r的
問
。

EhN

同
旧
、
一
[
恒
恒
A
H
占
的

U
A
H
ω

ω
問円

n
Nと
m
y
h
N
R
N
O
ω

日
寸

仙
山
志
位
一
一
回
日
同
盟

ハ

押

同

叶

E
N
2
-
Q
B
O
-
ω

可

制

冨

円

N
P
]
p
a
a
p
凹
む

凶
N
G
T忠
実
出
』
ミ

~
V
2
2
N即
応
喝
さ
ミ
宮
司
Z
G
A
S
n
p占
突
が
ら
お
守
主
叶
Q
3
3
S
N
N
N
O
h
h
p
?
N口
い
民
間
切
四
八
戸

オ

I
ベ

ル

シ

ヨ

レ

1
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

七
三玉

第
三
号

九



オ
l
ベ
ル
ジ
ュ
レ
1
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

4じ
プミ

第
三
号

O 

川

w

号
丸
山

S

M
W

ぬ

泣

』

出

品

目

川

何

回

mvE
口
E
O一u
口
出
。
〕
百
戸
m
E
p
b芯

h
o
S
N
R
Z
z
s
.
2
r
N
S
J悼
奇
主
的
h
r誌
の
さ
初
旬
、
Z
E
h
n
gミ
Z
V
リ

pdEnvoロ
2
ぐ

n-F。
4
2
1
ω
n
F
t庄
の
ゴ
。

山
4
Z
M
L
F
O
H同
-
町
山
田
作
ロ
の
げ
一
戸
由

c
b沼
田
岡
己
町

ω
宮

門

N
O
]
p
a
a
o
-
山

ωω

ロ

叩

色

川
判
&
詑
』
回
当

ω
]。
vmw日ロ
om
円。ロ
H
E
-
h
T、
色
、
民
主
主
認
。
宮
司
王
問
、
主
込
書
式
Z
-
bミ
ロ
吉
田
空
さ
え
Z
Z
N
E
~山
h
b
h
E
W
E
-
Vげ
H
E
n
y
o
H
同ロ吋

H
A
E
5ロ
mwr砕
守

ロ
。
自
信
自
己
笠
い
h

科
目
巴

F
出
己
叶
由
、
】
明
白
血
』
印

3
u

川
仰
星
【
唱
。

σ
o
p
a
a
?
ω
ω
品
目

M
E
E
o耳

川
明
住
荘
一
吾
、
前
掲
論
文
、
八
三
ペ
ー
ジ
で
、
シ
ュ

ν
l
ジ
エ
ン
に
お
い
て
「
「
資
本
』
が
『
土
地
所
有
」
に
結
び
つ
く
性
格
を
有
し
て
い
た
の
に
対

応
し
て
、
『
賃
労
働
』
も
ま
た
寸
土
地
所
有
』
と
結
合
す
る
性
格
を
有
L
E
い
た
」
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
と
く
に
留
意
を
要
す

旬。。
E 

ノ
イ
テ
ッ
ヲ
系
統
の
工
鉱
業
経
営

福
音
主
義
派
白
ノ
イ
デ
ッ
グ
系
統

D
L鉱
業
経
営
は

一
八
四
八
年
に
一
八
歳
で
事
業
主

継
訴
し
た
グ
ウ
ィ
ド
ー
に
よ
ヲ

τ大
き
く
推
進
さ
れ
る
。
当
時
、
所
領

ω広
大
な
農
林
業
所
有
の
大
部
分
が
小
作
に
だ
さ
れ

t
い
た
だ

け
で
た
く
、
石
炭
坑
を
除
く
工
鉱
業
経
営
の
す
べ
て
が
賃
貸
さ
れ
て
い
た
が
、
グ
ヴ
ィ
ド
ー
は
ま
ず
こ
れ
を
自
己
管
理
へ
転
換
し
よ
う
と

企
図
し
ね
。
グ
ヴ
ィ
ド
1
は
金
融
上
の
連
繋
を
え
る
た
め
に
一
八
四
八
年
か

b
一
八
七
一
年
ま
で
主
に
バ
リ
に
滞
在
し
℃
い
た
が
、
そ

の
聞
に
工
鉱
業
経
営
の
自
己
管
理
へ
の
転
換
が
徐
々
に
実
現
さ
れ
、
グ
ヴ
ィ
ド
ー
の
専
制
的
支
配
の
も
と
に
ノ
イ
デ
ッ
ク
系
統
の
全
所

有
は
、
第
Z
M町
の
ご
と
く
組
織
さ
れ
、
耕
地
・
牧
草
地
所
有
八
、
六
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
山
林
所
有
一
瓦
、
二
九

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総

一
八
九
へ
グ
タ
ー
ル
に
及
ぶ
巨
大
土
地
所
布
が
己
の
前
期
的
結
合
経
営
の
基
礎
主
、
な
し
て
い
た
。

土
地
所
有
二
五
、

製
鉄
業
で
は
、
グ
ヴ
ィ
ド
l
は、

一
八
二
八
年
に
カ
ー
ル
・
ラ
ツ
ア
ル
ス

岡
山
己

F
m
w
N
P
E
m

に
よ
づ
て
設
立
さ
れ
た
4

ス
レ

y
u
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資産管理部
パルリシ

のちにノィデクタ

へγケノレ伯爵(1901年に侯爵〉
(時に総代 1人)ペルリシ

総管理部
ノ fデザク

鉱業=製鯨所
管理部

ン孟ザィ ニントホロヴィヴヅ

1_(清算〉
総支配人
(1890年以後〉

技術部門
上級支同記入

商事部門
上蔽支配人

農業林業

フ
ァ
ル
ヴ
ァ
製
鉄
所

出

1
E
O
D
l司
巳
ぐ
伊
]
阿
国
立
。

H

ロ
凹
σ}同省
5
ロ
Z
n
E
C
J
E
t

を
一
八
五
三
年
に
賃
貸
関
係
か

b
自
己
管
理
へ
転
換
し
て
、
コ

l

ク
戸
高
炉
経

判
円
へ
改
造
し
、
鋳
造
所
・
パ

y

ド
ル
工
場
・
棒
鉄
圧
延
工
場
・
鋼
管
圧
延
工
場

等
を
増
設
し
た
。
己
白
製
鉄
所
の
一
八
九
八
年
の
株
式
会
社
形
態
へ
の
改
組
と

同
時
に
、
銑
鉄
生
産
白
基
礎
主
拡
充
す
る
た
め
に
グ
ヴ
ィ
ド
!
の
株
式
所
有
が

ヒ
ス
Y

ル
グ
製
鉄
所
へ
譲
渡
さ
れ
、

ク事

ヴ

は
全
企
升ミミ

K 
決
定
的
影
響ー

力九
を O
維八
持午
しに
ては
い己
止これ
0" に

ま統
た合
、さ

れ
犬乙
アうZ

一
八
五

三
年
以
降
建
設
が
す
す
め
ら
れ
た
ド
ネ
ル
マ
ハ
マ
ル
ク
製
鉄
所
ロ

S
2
2自
問
。

5
5耳
目

Nmw耳
目
⑦
も
一
八
七
二
年
に
株
式
会
社
形
態
へ
改
組
吉
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
グ
ヴ
ィ
ド
l
の
他
白
企
業
群
の
ぼ
あ
い
と
同
様
、
企
業
拡
張
の

に
め
白
自
己
資
金
の
欠
如
に
よ
り
株
式
会
社
形
態
に
よ
る
資
本
集
中
を
展
開
す

る
た
め
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
は
た
く
、
む
し
ろ
時
代
の
趨
勢
へ
の
形
式
的
適
合

に
す
ぎ
な
い
1
。
さ
ら
に
、
グ
ず
f

ド
ー
は
一
八
九
六
年
に
ポ
ム
メ
ル

γ
の
シ
ュ

ナ
ッ
ア
ィ

γ
に
ク
ラ
フ
ト
製
鉄
所
開
円
宮
ロ
〆
442r
同
E
同
庁
を
設
立
し
た
。
己
れ

は
、
イ
ギ
リ
ス
白
石
炭
、
ス
エ

l
デ
Y

の
磁
鉄
鉱
石
、
ス
ベ
イ
γ
の
鉄
鉱
石
を

原
料
基
盤
と
し
て
、
北
ド
イ
ツ
白
鋳
造
所
に
銑
鉄
を
供
給
し
た
の
で
あ

h
、
ロ

町

マ

ダ

ム

ア

l
テ
ゾ

シ
ア
領
や
オ

l
ス
ト
リ

l
領
に
お
け
る
工
鉱
業
経
営
白
展
開
と
同
様
、
大
貴
族

オ

l
ベ

ル

シ

止

レ

l
ジ
エ
ソ
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
力
十
一
巻

七
七

第
三
号



オ
1
ベル
E

シ
ユ
レ
l
ジ
エ
戸
製
鉄
業
白
一
一
再
編
迦
程

第
九
十
一
巻

一G
/¥ 

第
三
号

経
営
の
蓄
積
し
た
利
潤
u

地
代
の
オ
1
ベ
ル
・
シ
ュ
レ

1
ジ
エ
ン
圏
外
へ
の
投
下
白
一
例
を
な
す
。

ノ
イ
デ
ヅ
グ
系
統
白
亜
鉛
鉱
業
の
主
軸
を
な
し
た
の
は
、

一
八
五
三
年
に
設
立
さ
れ
た
シ
ι

レ
l
ジ
エ
ン
採
鉱

n
亜
鉛
製
錬
株
式
会

社
山
の
E
O
E
ω
n
F
O
F
E
M
E
L
U
2
Z
E
n
H
H
P
R
E同
国

Z
m
E己
ロ
ロ
品
目
ロ
}
己
E
2
0ロ『
E
H
H
o
t
E
F
H宮
口
⑦
(
団

k
t
c
)
で
あ
り
、
こ
れ

は
当
時
ヨ

I
F
ツ
パ
最
大
の
亜
鉛
生
産
者
で
あ
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
の
『
ヴ
ィ
エ
イ
ユ
・
モ
Y

タ
l

ニ
ュ
』

(
4
5
-
Z
冨。

Emw四
号
)
お
よ

び
プ
レ
ス
ラ
ウ
の
金
融
業
者
レ
ベ

y

ケ
H

ル
ァ
フ
ァ

l

F
。
号
ゅ
の
宮
昨
河
口
出
2

b
と
と
も
に
、
五

O
O万
一
フ
イ
ヒ
ス
タ
l
ヲ

l

D
株

式
資
本
で
発
足
し
た
。
乙
の
会
社
は
、
フ
ラ
ジ
ザ
ハ
資
本
を
大
規
模
に
導
入
し
つ
つ
、
亜
鉛
生
産
白
分
野
で
ギ
I
シ
ェ
の
企
業
出
⑦

adz-

巴
日
明
。
吉
正
岳
民
件
。
0
2明
〈
Oロ
E
g
σ
F
S
何
号
B

E
出
2
巴
E
と
比
肩
す
る
巨
大
企
業
へ
発
展
し
、

一
九

O
三
年
に
、

総
管
理

部
門
六
五
人
、
石
炭
鉱
業
部
門
三
、
五
六
一
人
、
亜
鉛
鉱
業
部
門
一
一
、
五
六

O
人
、
陪
焼
所
・
製
殴
工
場
部
門
五
六
一
人
、
斑
鉛
製
錬

所
部
門
一
、
一
一
二
九
人
、
亜
鉛
圧
延
工
場
部
門
五
八
六
人
、
副
次
経
営
部
門
四
七
四
人
、
以
上
職
員
・
労
働
者
の
合
計
九
、
二
一
六
人

を
擁
L
h
o
グ
ヴ
ィ
ド
ー
が
管
理
役
会
長
田
地
位
を
生
涯
維
持
し
た
と
白
株
式
会
社
『
エ
兄
-
ア
l

・ゲ
l
』
白
発
展
傾
向
は
、
ま
さ

し
く
株
式
会
社
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
白
モ
れ
と
は
対
昧
的
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ノ
イ
デ
ッ
ク
系
統
の
工
鉱
業
経
営
白
端
緒
は
、
ボ
イ
テ
ン
系
統
の
ご
と
く
鉄
で
は
在
く
石
炭
に
あ
っ
た
。
グ
ヴ
ィ
ド
l

笠
場
の
古
い
に
、
石
炭
坑
が
唯
一
の
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
所
有
で
あ
っ
た
己
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
石
炭
生
産
高
は
一
八
六

三
年
の
七
九
、
四
八
七
l

y
か
ら
一
九
二
三
年
の
二
、
一
二
七

O
、
六
三
九
ト

y
へ
上
昇
し
て
、
オ
l
ベ
ル
・
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
石
炭
生

産
一
品
の
五
・
四
一
%
を
占
め
、
二
三
の
石
炭
生
産
者
中
の
第
八
位
に
あ
り
、

γ
ュ
レ

1
ジ
エ

γ
、
ザ
ク

k
y
、
ベ
ル
リ

γ
、
。
フ
ラ

γ
デ

て
フ
ル
ク
等
の
東
エ
ル
ベ
地
帯
の
ほ
か
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
比
重
を
も
っ
て
ガ
リ
ジ
ア
、

日ハ

Y
ガ
リ
I
等
に
販
路
を
も
と
め
た
。

ロ
グ
ア
領
ポ
l
一
フ
ゾ
ド
、
オ
l
月
ト
リ
l



グ
ヴ
4

ド
ー
は
さ

b
仏
、
山
林
所
有
臼
利
用
心
た
め
に
、
セ
ル
ロ
イ
ド
工
場
、
製
紙
工
場
、
人
絹
工
場
等
を
あ
円
ヲ
刊
で
建
設
し
、

あ
る
い
は
ド
イ
ツ
最
大
山
過
燐
酸
塩
工
場
主
設
立
し
も
、
ノ
イ
デ
ヅ
ク
系
統
山
工
鉱
業
経
営
は
多
角
化
さ
れ
る
が
吐
重
点
は
徐
々
に
製

鉄
業
か

b
石
炭
鉱
業
や
直
鉛
鉱
業
キ
化
学
工
業
へ
移
行
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
白
基
礎
に
あ
る
も
の
は
依
然
と
し
て
そ
の
広
大

マ
グ
ナ

l
テ

γ

な
土
地
所
有
で
あ
っ
た
。
工
鉱
業
経
営

ω起
点
と
な
り
基
礎
と
な
っ
た
大
貴
族
的
土
地
所
有
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
グ
ヴ
ィ
ド

l
は
蓄

積
吉
れ
た
利
潤
H

地
代
を
た
え
ず
オ

l
ベ
ル
・
シ
ュ
レ

I
ジ
エ
ン

ω土
地
所
有
へ
投
下
し
た
だ
け
で
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
白
土
地
所
有
等

に
も
投
下
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
こ
こ
に
は
東
エ
ル
ベ
の
半
封
建
的
土
地
所
有
と
資
本
と
り
癒
着
状
態
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

土
地
所
有
と
密
着
す
る
資
本
類
型
を
析
出
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ω
昌

ロ

N
E
P
Q

町村。
-
m
g

ω
志
位
一
山
号

川
W

』

円

。

P
E
F
G
a
p
ω

コ白

川

w
z
n
N
P
Z一
お

お

ω
叶
∞

同

W

3
主

唱

団

白

]

同

り

た
V
N

内
向
守
山
由
。

η
3丘
一
印
巴

川

開

〈

m
H
S
Z
沼
田
山
田
町
j
凹
恒

例
礼
申
主
}
印
忍

ω
d判
的
戸
国
ぐ
。
-
z
-
Q
Q

。一
ω

A

M
寸

ω
同
豆
、
出
足
。
、
ぬ
E
包
仁
志
砕
石
室
町
民
芸
君
主
辛
、

~
E
N
E
E
m
s
λ

口
号
、
国
主
時
o
s
a
s恥
N
N
S
b豆
町
内
言
。
足
立
与
詰

T
Y
S
F
」同九可
h
N
U
ミ

一
戸
市

vcω
沼
田

N
A
H

ω
冨

円
N
回

]
p
a
a

。ョ∞コ
こ
の
石
炭
の
流
通
過
程
を
掌
握
し
た
O
は
石
炭
商
フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
i

司
口

B
P
同
自
mw
ロ
ロ
巳
司
2
E
M
g己
2
侍

オ

l
ベ
ル
・
シ
ュ

ν

1
ジ
エ

γ
製
鉄
業
。
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

七
九

第

号



オ

i
ベ
ル
・
シ
ゐ
レ

I
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
程

第
九
十
一
巻

丹、。
第
三
号

巨日

h
c
E
2
2
5
C喧

4
E耳
目

2
rロ
で
あ
ゐ
。
こ
の
点
主
関
連
し
て
、
耳
己
U己
日

H
2
5
-
司
君
話
可
司
乞
E
S蓮
華
乳
』
凹
亘
書
制
正
弘
遣
、
百
円
札
、
巴
S

日
s
q
h
N
G
E
G
E
S
E、
向
。
ト
r
s
l
C
3
B
F
Q唱
え
と
ら
え
ミ
ミ
NANdc芯
九
鳥
、
足
輔
mmmn凶
E
L
~
U
」
RNT、pashω
鴨川
M
W
E
h
N
s
s
h
h
N副主

huhhp(HNI旬、同)ミ
N)-Hロ
品
。

H

吋

E
E巳
o
p
出
。
件
目
、

P
5
2
凸
興
味
あ
る
叙
述
、
お
よ
び
拙
著
『
ド
イ
ツ
金
融
資
本
成
立
史
論
L
、
有
斐
閣
叩
、
一
九
五
六
年
、
七
七
J
八
五
ベ

1
3ノ
を
参
照
せ
よ
。

的

門

員

C
P
]
P
R
S
P
印

出

血

川
明
グ
ヴ
ィ
ド
ー
の
掌
握
下
に
あ
る
工
鉱
業
経
営
は
、
製
鉄
業
、
亜
鉛
鉱
業
、
石
炭
鉱
業
、
化
学
工
業
等
多
岐
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
、
グ
グ
ィ
ド
ー
は
、

ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行
の
一
っ
た
る
ド
レ
ス
デ
ン
銀
行
、
電
機
工
業
の
ア
l
・
ェ
!
・
ゲ
!
コ
ン
ツ
Z

ル
シ
、
レ

1
ヴ
ェ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
シ
の
武
器

生
産
部
門
の
独
立
し
た

y
イ
ツ
武
器

l
弾
薬
製
作
所
、
ポ
イ
テ
ン
系
統
の
エ
ス
・
ア

1

ゲ
i
、
合
同
ケ
l
ニ
y

ヒ
U
ラ
ウ
ラ
製
鉄
所
そ
の
他
。
大

企
業
の
監
査
役
を
兼
仕
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
ノ
イ
デ
V

ク
系
統
の
支
配
体
系
は
、
ド
ネ
ル
ス
マ
ル
ク
・
ヨ
ン
ツ
ェ
ル
シ
、
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
見
、
一
大
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
の
相
貌
を
呈

L
C
い
た
が
、
生
産
過
程
の
技
術
的
連
関
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
着
目

し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
。
イ
ン
フ
レ

lν
ヨ
ジ
期
に
発
生
し
た
シ
品
テ
ィ
ン
ネ
ス
・
ヨ

ν
ツ
ェ
ル
ン
、
と
の
相
似
而
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
一
広
正

鵠
を
射
た
も
の
と
い
え
よ
う
(
冨
ロ
自
]
P
R
S
。
司
出
回
出
品
目
)
。
し
か
し
、
相
似
国
は
そ
の
点
の
み
に
止
ま
る
。
資
産
三
億
マ
ル
ク
以
と

LY一
評
価

さ
れ
、
ク
ル
，
プ
家
と
比
肩
す
る
巨
富
を
擁
し
た
グ
ヴ
ィ
ド
ー
の
専
制
的
支
配
白
も
と
に
あ
る
前
期
的
結
合
経
営
白
基
礎
を
な
す
も
の
は
、
『
国
家

ペ
ル
タ

ν
方

l
ル

フ

イ

チ

イ

ヨ

ム

号

訴

白
必
か
の
国
家
』
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
鉱
業
特
権
を
も
保
持
す
る
と
こ
ろ
の
(
丘
司
』

m
H
V
E口【
F
も
ミ
』
司
自
)
世
製
財
産
に
同
定
さ

れ
た
巨
大
土
抽
所
有
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
東
エ
ル
ベ
の
半
封
建
的
な

4γ
カ

l
的
生
産
関
係
(
利
潤

I
地
代
範
時
)
が
支
配
し
て
い
る
。

帥

W
H
A
P
3
p
s
a
p
ω

呂

綱
領
主
制
的
牛
産
者
類
型
と
規
定
さ
れ
う
る
己
凸
資
本
類
型
は
、
政
治
過
程
に
お
い
て
は
、
大
土
地
所
有
者
と
産
業
主
と
の
混
合
型
を
基
本
的
性
格

L

と
す
る
自
由
保
守
党
U

帝
国
党
と
し
て
登
場
す
る
(
前
掲
拙
著
、
一
回
=
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
)
。
一
八
六
七
年
に
白
白
保
守
党
を
創
立
し
て
、
「
プ

ロ
イ
セ
シ
の
軍
事
U

官
僚
国
家
の
基
礎
」
を
国
持
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ヲ
テ
ィ
ボ
ー
ル
公
国

2
8
m
g
H
H
同
E
E日
、
ウ
イ
エ

ス
ト
公
国
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ぐ
O
ロ
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侯
出
可
見

2
0
2、
リ
ヒ
ノ
フ
ス
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侯
司
苦
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F
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ロ
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謡
、
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可
、
レ
ナ
ル
ト
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、
フ
ヲ
ン
ケ
ソ
ベ
ル

マ
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テ
テ
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ク
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Z同町河川
E
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-q問
、
マ
ル

y
ァ
1
ン
伯
ゎ
Z
H
冨
己
件
NPロ
そ
の
他
の
シ
ュ
レ

1
ジ
エ
ン
の
大
貴
族
で
あ
っ
た
(
す
ご

m
E
E
m
N
5
w
g
m
n
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民
民
主
ミ
司
、
亘
書
包
巳
E
a早
2
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同
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、
h
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n
h
R
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田
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き

上
述
の
よ
う
に
、
ォ
l
ベ
ル
・
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
製
鉄
業

ω再
編
過
程
で
、
レ
ナ
ル
ト
伯
の
株
式
会
社
『
ミ
不
ル
ヴ
ア
』
は
解
体
さ

れ
、
そ
の
工
鉱
業
経
営
は
母
胎
た
る
巨
大
土
地
所
有
か
ら
分
離
し
て
株
式
会
社
『
オ
l
ベ
ル
・
ベ
ダ
ル
フ
』
と
し
て
独
自
の
道
を
歩
み
、

マ
タ

J
I
T
ン

V

ナ
ル
ト
伯
は
再
び
農
林
業
経
営
へ
引
退
し
た
。
己
凶
ば
あ
い
に
は
、
ォ

l
ベ
片
・
ジ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
の
大
貴
族
経
常
臼
特
質
た
る
耕

地
所
有
・
山
林
所
有
お
よ
び
工
鉱
業
経
営
の
ニ
者
の
前
期
的
結
合
経
営
白
解
体
の
万
向
が
、
す
で
に
新
ト
イ
ツ
苛
国
創
立
の
時
点
に
明

h
v
E
a
F
P
↓ハラ

ν
-
f
y
yヴ
メ
ト

U
1

一
部
さ
れ

τい
る
。
己
れ
に
反
し
て
、
オ
l
ベ
ル

-
V
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
の
直
参
貴
族
工
業
の
典
型
た
る
ヘ
ソ
ケ
ル
伯

ω
二
系
統

ω
工

鉱
業
経
営
は
、
尼
大
友
耕
地
所
有
平
山
林
所
有
を
基
礎
と
し
て
、
こ
む
刑
用
形
態
の
重
点
を
衰
退
過
程
に
あ
る
製
鉄
業
か
ら
徐
々
に
石

，r
7
7
u
y
 

炭
鉱
業
や
亜
鉛
鉱
業
や
化
学
工
業
へ
移
し
な
が
ら
も
、
大
貴
族
経
営
の
一
環
に
編
み
込
ま
れ
て
存
続
し
、
耕
地
所
有
・
山
林
所
有
治
よ

び
工
鉱
業
経
営
の
三
者
の
前
期
的
結
合
経
営
は
帝
制
ド
イ
ツ
崩
壊
白
時
点
ま
で
根
強
〈
維
持
さ
れ
て
い
る
。
領
主
制
的
生
産
者
類
型
は
、

前
者
に
沿
い
て
は
帝
制
ド
イ
ツ
の
成
立
期
に
解
体
の
傾
向
を
示
し
、
後
者
に
沿
い
て
は
帝
制
ド
イ
ツ
の
崩
壊
期
ま
で
維
持
さ
れ
て
治
り
、

才
グ
ナ

l
ラ
ゾ

ひ
と
し
く
大
貴
族
経
営
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
亜
種
が
析
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
、
オ
1
ベ
ル

-
V
L

レ
l

y

z

y
に
お
い
て
は
後
者
が
主
軸
的
地
位
士
占
め
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
半
封
建
的
左
ユ

Y
カ

1
的
生
産
関
係
(
利
潤
則
一
地
代
範
時
〕
の

支
配
す
る
エ
ル
ベ
何
以
東
民
治
hv
て
、
そ
う
し
た
歴
史
的
規
定
性
を
う
け
る
土
地
所
有
を
起
点
と
し
、
基
礎
と
す
る
と
同
時
に
た
え
ずマグ

己
れ
と
結
合
す
る
志
向
を
も
ち
、
ま
さ
し
〈
土
地
所
有
が
資
本
を
把
握
す
る
資
本
類
型
と
し
て
、
オ
l

ベ
ル
・
ジ
ュ
レ
l

ジ
エ

γ
臼
大

貴
族
経
営
の
類
型
的
特
質
が
把
握
さ
れ
う
る
。

i
l
一

九

六

三

一

三

一

稿

iー

オ

I

ベ
ル
・
シ
ム
レ
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
智

第
九
十
一
巻

J' 

第
三
号

豆王


